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世
界
に
は
貧
困
、
経
済
格
差
、
気
候
変
動
、
海

洋
汚
染
、
人
種
・
性
差
別
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
し
な
い

と
、
世
界
は
立
ち
ゆ
か
な
く
な
る
と
い
う
危
機

的
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
５
年

に
国
連
が
採
択
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）は
、
こ
う
し
た
問
題
を
解
決
し
、
誰
も

が
平
和
と
繁
栄
を
受
け
ら
れ
る
社
会
に
す
る
た

め
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
達
成
す
べ
き
17
の
目
標

（
ゴ
ー
ル
）で
す
。

17
の
目
標
は
、
①
経
済
活
動
を
通
じ
て
富
や

価
値
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
、
②
社
会
的
に
弱

い
立
場
の
人
も
含
め
て
一
人
ひ
と
り
を
尊
重
す
る

こ
と
、
③
地
球
環
境
を
守
っ
て
い
く
こ
と
と
い

う
、
３
つ
の
要
素
の
調
和
を
保
ち
な
が
ら
、
将
来

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
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Ｄ
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コ

特 集

エコとは「エコロジー」の略で、「環境にやさしい」という意味で使われる言葉で、
自然との調和や共存をめざす考え方です。
● SDGsは持続可能な社会を重視したもの　　●エコは環境を重視したもの

CHECK 「SDGs」と「エコ」



特集　SDGsとエコ

3 vol.78  2024. 3FRA NEWS

の
世
代
の
ニ
ー
ズ
は
も
ち
ろ
ん
、
現
在
の
世
代
の

ニ
ー
ズ
も
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
定
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

水
産
業
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

海
の
自
然
を
利
用
す
る
水
産
業
に
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の「
環
境
」が
大
き
く
関
係
し
て
お
り
、
環
境
や

エ
コ（　
　

C
H
EC
K

）に
配
慮
し
た
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

水
産
研
究
・
教
育
機
構
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取

り
組
み
で
、
ゴ
ー
ル
12「
つ
く
る
責
任
つ
か
う
責

任
」、
ゴ
ー
ル
13「
気
候
変
動
に
具
体
的
な
対
策

を
」、
ゴ
ー
ル
14「
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う
」な
ど

に
関
わ
る
研
究
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
前
号
の

FRA
N

EW
S  vol.77

で
は
、
ゴ
ー
ル
12「
つ

く
る
責
任
つ
か
う
責
任
」と
ゴ
ー
ル
14「
海
の
豊

か
さ
を
守
ろ
う
」の
達
成
に
関
わ
る「
低て

い

・
未み

利り

用よ
う

魚ぎ
ょ

」の
特
集
で
、
そ
の
有
効
利
用
な
ど
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

本
号
で
は
、
ゴ
ー
ル
14「
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ

う
」に
関
わ
る
取
り
組
み
と「
環
境
に
や
さ
し
い
」

を
実
践
で
き
る
よ
う
に
す
る
エ
コ
に
関
わ
る
研
究

開
発
を
紹
介
し
ま
す
。

FRA が取り組むSDGsの例

ゴール12 ◦ つくる責任つかう責任
低・未利用魚の有効活用
・低・未利用魚（「 FRANEWS」vol.77 ）
➡https://www.fra.go.jp/home/kenkyushokai/book/franews.html

ゴール13 ◦ 気候変動に具体的な対策を
気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる
・ブルーカーボン（「おさかな瓦版」 No.107 ）
・ プレスリリース「海草・海藻藻場のCO2貯留量算定に向けたガイドブックの公開について」
（本号23ページ）

・海酸性化
・プレスリリース「北海道沿岸域の温暖化・酸性化・貧酸素化影響が明らかに」
・温暖化対策
・気候変動に負けないワカメ養殖の確立に向けての研究開発
・磯焼け対策（「おさかな瓦版」No.106 ）

ゴール14 ◦ 海の豊かさを守ろう
持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、持続可能な形で利用する
・天然種苗に依存しない養殖技術の開発
・完全養殖ウナギはいつ食卓に？？シラスウナギ大量生産でSDGs ！！
・海を汚さない生産方法の開発
・プレスリリース「電気を使った海産ミミズの観察と制御－養殖場の環境診断と浄化技術へ

の応用に期待－」
・魚粉の依存度を減らす取り組み
・プレスリリース「選抜交配により低魚粉飼料でも成長の良いニジマスを作出」

これらは当機構のウェブページ「FRA が取り組む SDGs」で紹介しています。
➡ https://www.fra.go.jp/home/kenkyushokai/SDGs/



開発調査センター
漁業第一グループ

主任研究員　保
ほ

尊
そ ん

 脩
おさむ

図2　FADsの模式図

図1　漂移型人工浮き魚礁(FADs)を使った
海外まき網漁業のイメージ

＜集魚部分＞網、ロープ、シートなど

GPSブイ

＜浮力部分＞フロート、筏など
いかだ

従来のタイプ 生物が絡まない
形状へ

網
ポリプロピレン製
シート

FADs
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海
外
ま
き
網
漁
業
と
Ｆ
Ａ
Ｄ
ｓ

熱
帯
太
平
洋
中
西
部
海
域
で
行
わ
れ
る
海
外

ま
き
網
漁
業
で
は
、
カ
ツ
オ
と
キ
ハ
ダ
、
メ
バ
チ

な
ど
の
マ
グ
ロ
類
を
漁
獲
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
漁
獲
さ
れ
る
カ
ツ
オ
は
か
つ
お
節
原
料
に
適

し
て
お
り
、
日
本
の
食
文
化
を
支
え
て
い
ま
す
。

沖
合
域
を
広
く
回
遊
す
る
カ
ツ
オ
や
マ
グ
ロ

類
に
は
、
漂
流
物
に
集
ま
る
習
性
が
あ
り
ま

す
。
海
外
ま
き
網
漁
業
で
は
、
こ
の
習
性
を
利

用
し
て
人
工
の
浮
遊
物
を
海
に
浮
か
べ
、
魚

を
集
め
て
漁
獲
す
る
操
業
が
行
わ
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
Ｆ
Ａ
Ｄ
ｓ
（Fish A

ggregating 
D

evices

）と
は
、
そ
こ
で
使
わ
れ
る「
漂
移

型
人
工
浮
き
漁
礁
」の
こ
と
で
す（
図
１
）。

Ｆ
Ａ
Ｄ
ｓ
は
、
海
面
上
の
フ
ロ
ー
ト
な
ど
浮

力
部
分
と
海
面
下
の
網
地
や
ロ
ー
プ
や
シ
ー

ト
な
ど
集
魚
部
分
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す（
図

２
）。
従
来
の
構
造
・
素
材
で
の
Ｆ
Ａ
Ｄ
ｓ

は
、
①
サ
メ
類
や
ウ
ミ
ガ
メ
類
な
ど
が
絡
み
つ

く
こ
と
が
あ
る
、
②
回
収
で
き
な
い
と
サ
ン
ゴ

礁
な
ど
に
漂
着
し
て
環
境
に
影
響
を
与
え
る
、

な
ど
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
生
物

が
絡
ま
な
い
形
状
や
自
然
分
解
さ
れ
る
素
材

（
生
分
解
性
素
材
）に
す
る
こ
と
で
、
環
境
へ

の
影
響
を
減
ら
す「
エ
コ
Ｆ
Ａ
Ｄ
ｓ
」の
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

生
物
が
絡
み
つ
か
な
い
形
状
へ

従
来
の
Ｆ
Ａ
Ｄ
ｓ
は
、
網
地
な
ど
を
カ
ー
テ

ン
状
に
つ
り
下
げ
て
集
魚
部
分
に
利
用
し
て
い

た
た
め（
図
２
左
）、
網
地
部
分
に
サ
メ
類
や

ウ
ミ
ガ
メ
類
な
ど
の
海
洋
生
物
の
絡
み
つ
き
が

Ｆフ

ァ

ッ

ズ

Ａ
Ｄ
ｓ
の
環
境
負
荷
軽
減
の
た
め
の
取
り
組
み



写真　ポリ乳酸（ PLA）製のFADs素材
左上：PLA製フロート、左下：PLA製ロープ、
右：PLA製シート

図3　2022年度調査で放流したエコFADs

魚群探知機付きGPSブイ
フロート
PLA 製のフロート２個と EVA※1 製のフロート４個
を PP※2 製のシートと伸縮する編地で覆ったもの

PP シート片
PLA袋

塩袋の切れ端

麻ロープ

おもり（チェーンなど）

※1 EVA：スニーカーなどの靴底にも使われるエチレンと酢酸ビニル
　　　　　の共重合樹脂のこと
※2 PP：容器などに使われるポリプロピレンのこと

PLAロープ ( 直径 24ミリで長さは 40メートル）

PLA シート
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発
生
す
る
こ
と
が
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
網
地
の
代
わ
り
に
ロ
ー
プ
を
使

い
、
10
～
15
メ
ー
ト
ル
四
方
の
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ

ン
製
シ
ー
ト
を
集
魚
部
分
と
し
て
取
り
付
け
た

「
中
層
シ
ー
ト
型
Ｆ
Ａ
Ｄ
ｓ
」を
試
作
し
ま
し

た（
図
２
右
）。
実
証
試
験
を
し
た
と
こ
ろ
、

集
魚
効
果
も
維
持
し
つ
つ
、
生
物
の
絡
み
つ
き

も
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
形
状

が
有
効
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

生
分
解
性
素
材
の
Ｆ
Ａ
Ｄ
ｓ
へ

エ
コ
Ｆ
Ａ
Ｄ
ｓ
は
、
漂
着
し
た
場
合
は
早
く

分
解
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
半
面
、
利
用
時

に
は
耐
久
性
が
必
要
で
す
。
Ｗ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
Ｃ（
中

西
部
太
平
洋
ま
ぐ
ろ
類
委
員
会
）の
保
存
管
理

措
置
に
よ
り
、
漁
場
と
な
る
国
々
の
Ｅ※

Ｅ
Ｚ
内

を
含
め
た
１
か
月
半（
7
月
1
日
か
ら
8
月
15

日
）と
公
海
で
の
1
か
月（
各
国
が
4
、
5
、

11
、
12
月
の
う
ち
任
意
の
月
を
選
択
）の
間
、

Ｆ
Ａ
Ｄ
ｓ
の
放
流
や
Ｆ
Ａ
Ｄ
ｓ
を
用
い
た
操

業
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す（
２
０
２
４
年
に
改

正
）。
Ｆ
Ａ
Ｄ
ｓ
の
利
用
可
能
な
期
間
の
途
中

で
分
解
し
な
い
よ
う
に
、
利
用
期
間
中
は
海
中

で
形
状
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
生
分
解
性
素
材
と
し
て
、
麻
の

シ
ー
ト
や
ロ
ー
プ
、
ゴ
ザ
な
ど
の
天
然
素
材

と
、
ポ
リ
乳
酸（
以
下
、
Ｐ
Ｌ
Ａ
）な
ど
の
植

物
由
来
の
生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
作
成
し

た
フ
ロ
ー
ト
や
ロ
ー
プ
、
シ
ー
ト（
写
真
）を

Ｆ
Ａ
Ｄ
ｓ
に
使
用
し
、
実
際
の
漁
場
で
放
流
試

験
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
天
然
素
材
の
麻
シ
ー
ト
や
麻

ロ
ー
プ
な
ど
は
、
１
か
月
か
ら
半
年
で
破
損
・

分
解
し
ま
し
た
。
Ｐ
Ｌ
Ａ
の
フ
ロ
ー
ト
や
ロ
ー

プ
、
シ
ー
ト
は
、
は
じ
め
は
半
年
以
内
に
破
損

し
ま
し
た
が
、
海
流
に
よ
る
引
っ
張
り
や
ロ
ー

プ
と
の
摩
擦
を
軽
減
す
る
成
型
方
法
や
形
状
の

改
良
を
進
め
た
結
果
、
９
か
月
程
度
、
形
状
を

維
持
で
き
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た（
図
３
）。

Ｗ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
Ｃ
に
よ
り
、
Ｆ
Ａ
Ｄ
ｓ
へ
の
網
地

の
使
用
は
２
０
２
４
年
１
月
か
ら
禁
止
さ
れ
、

さ
ら
に
、
Ｆ
Ａ
Ｄ
ｓ
を
構
成
す
る
浮
力
部
分
や

集
魚
部
分
も
生
分
解
性
素
材
に
す
る
措
置
の
導

入
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
動
き
に

先
手
を
打
ち
、
日
本
の
漁
業
を
存
続
さ
せ
る
た

め
、
今
後
も
環
境
へ
の
負
荷
と
耐
久
性
の
バ
ラ

ン
ス
が
と
れ
た
エ
コ
Ｆ
Ａ
Ｄ
ｓ
の
開
発
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

※  EEZ：Exclusive Economic Zoneの略で、排他的経済水域のこと。
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司
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図1　ミズアブとオーランを利用した未利用残渣を
資源に変換する社会のイメージ

＊
図
1
の
国
産
の
ア
メ
リ
カ
ミ
ズ
ア
ブ
の
幼
虫（
写
真
）は
愛
知

県
で
ミ
ズ
ア
ブ
を
生
産
す
る（
株
）エ
ル
メ
テ
ィ
ア
か
ら
購
入
し

た
も
の
。
国
産
オ
ー
ラ
ン（
写
真
）は
佐
賀
県
お
よ
び
沖
縄
県
で

オ
ー
ラ
ン
チ
オ
キ
ト
リ
ウ
ム
を
生
産
す
る（
株
）ユ
ー
グ
レ
ナ
社

か
ら
購
入
し
た
も
の
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世
界
初
！

昆
虫
・
藻
類
で
魚
粉
・
魚
油
を
完
全
代
替
し
て
魚
を
育
て
る

食
品
資
源
の
循
環
で
飼
料
を
国
産
化

養
殖
魚
用
飼
料
の
主
な
原
料
で
あ
る
魚
粉
と

魚
油
の
多
く
は
天
然
の
資
源
に
由
来
す
る
の

で
、
持
続
的
な
養
殖
魚
産
業
の
構
築
に
は
、
人

間
が
生
産
で
き
る
も
の
に
置
き
換
え
て
い
く
こ

と
が
大
事
で
す
。
ま
た
、
世
界
的
な
養
殖
魚
産

業
の
活
発
化
に
よ
り
、
魚
粉
と
魚
油
が
入
手
し

に
く
く
な
っ
て
お
り
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
こ

と
が
大
き
な
問
題
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
当
機
構
は
養
殖
魚
用
飼
料
の
原
料

を
食
品
資
源
の
循
環
で
国
産
化
さ
せ
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す（
図
１
）。
原
料
に
は
、

ア
メ
リ
カ
ミ
ズ
ア
ブ
の
幼
虫（
以
下
、
ミ
ズ
ア

ブ
）と
、
微
細
な
藻
類
の
オ
ー
ラ
ン
チ
オ
キ
ト

リ
ウ
ム（
以
下
、
オ
ー
ラ
ン
）を
使
い
ま
す
。

ミ
ズ
ア
ブ
と
オ
ー
ラ
ン
の
利
点

ミ
ズ
ア
ブ
は
、
世
界
中
に
広
く
分
布
し
、
弁



図2　ミズアブとオーランの飼料原料としての効果
魚粉＋魚油、ミズアブ＋オーランで調製した飼料を与
えた場合でマダイの成長を比較しました。写真はミズ
アブ+オーラン飼料で育てたマダイ（全長22センチ）
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当
工
場
や
食
品
工
場
な
ど
で
毎
日
大
量
に
発
生

す
る
カ
ッ
ト
野
菜
な
ど
の
食
品
残ざ

ん

渣さ

を
与
え
れ

ば
、
大
量
に
生
産
で
き
ま
す
。
生
育
期
間
は
20

日
程
度
と
短
く
、
病
原
菌
を
媒
介
せ
ず
、
重
金

属
や
カ
ビ
毒
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
蓄

積
し
な
い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

食
品
残
渣
は
国
内
で
年
１
０
０
０
万
ト
ン
以

上
も
発
生
し
、
焼
却
処
分
さ
れ
て
し
ま
う
も
の

も
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
ミ
ズ
ア
ブ
に
与
え

れ
ば
焼
却
処
分
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
を
抑

え
、
ミ
ズ
ア
ブ
の
タ
ン
パ
ク
質
は
飼
料
に
、
脂

質
は
航
空
機
を
は
じ
め
各
種
燃
料
に
、
さ
ら
に

糞ふ
ん

と
脱
皮
殻
は
良
質
な
肥
料
に
と
、
い
ろ
い
ろ

な
資
源
に
変
え
ら
れ
ま
す
。
現
在
、
世
界
中
で

ミ
ズ
ア
ブ
に
よ
る
資
源
循
環
に
向
け
た
取
り
組

み
が
試
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
方
法
で
調
製
し
た
ミ
ズ
ア
ブ
粉
末

は
、
焼
い
た
エ
ビ
に
よ
く
似
た
匂
い
で
、
マ
ダ

イ
や
ブ
リ
、
ト
ラ
フ
グ
、
ウ
ナ
ギ
、
ゴ
マ
サ

バ
、
ニ
ジ
マ
ス
は
非
常
に
よ
く
食
べ
ま
す
。
し

か
し
、
ミ
ズ
ア
ブ
だ
け
で
海
産
魚
類
を
育
て
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ミ
ズ
ア
ブ
は
海
産
魚
類

に
必
須
の
栄
養
素
で
あ
る
ド
コ
サ
ヘ
キ
サ
エ
ン

酸（
Ｄ
Ｈ
Ａ
）を
含
ま
な
い
か
ら
で
す
。

微
細
な
藻
類
の
オ
ー
ラ
ン
は
、
生
物
の
中

で
も
例
外
的
に
Ｄ
Ｈ
Ａ
を
大
量
に
生
産
し
な

が
ら
高
速
で
増
殖
し
ま
す
。
そ
こ
で
私
た
ち

は
、
オ
ー
ラ
ン
と
ミ
ズ
ア
ブ
を
組
み
合
わ
せ
て

飼
料
と
す
る
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。
オ
ー
ラ
ン

の
培
養
に
光
は
不
要
で
す
が
、「
餌
」が
必
要

で
す
。
餌
に
は
食
品
残
渣
や
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
搾

り
か
す
、
植
物
の
セ
ル
ロ
ー
ス
が
使
え
ま
す
。

オ
ー
ラ
ン
も
食
品
資
源
の
循
環
に
役
立
ち
ま
す
。

魚
粉
・
魚
油
の
餌
と
同
等
の
成
長

ミ
ズ
ア
ブ
と
オ
ー
ラ
ン
の
入
っ
た
養
魚
用
飼

料
の
効
果
を
調
べ
る
た
め
、

魚
粉
も
魚
油
も
使
用
せ
ず
に

ミ
ズ
ア
ブ
粉
末
と
オ
ー
ラ
ン

粉
末
が
主
体
の
飼
料（
ミ
ズ
ア

ブ
＋
オ
ー
ラ
ン
区
）と
、
魚
粉

と
魚
油
が
主
体
の
飼
料（
魚

粉+

魚
油
区
）を
マ
ダ
イ
に
与

え
、
成
長
を
比
較
し
た
と
こ

ろ
、
ど
ち
ら
も
同
様
の
成
績

を
示
し
ま
し
た（
図
２
）。
粗

タ
ン
パ
ク
質
あ
た
り
の
成
長
量
は
ミ
ズ
ア
ブ
＋

オ
ー
ラ
ン
区
が
上
回
り
、
魚
粉
と
魚
油
を
完
全

に
代
替
で
き
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

成
果
は
世
界
初
で
す
。

今
後
は
、
飼
料
用
オ
ー
ラ
ン
を
低
コ
ス
ト
で

効
率
良
く
培
養
す
る
方
法
の
開
発
や
、
普
及
に

に
向
け
て
そ
の
重
要
性
と
効
果
を
広
く
理
解
し

て
も
ら
う
こ
と
が
課
題
で
す
。
こ
れ
ら
を
解
決

す
る
こ
と
で
、
ミ
ズ
ア
ブ
と
オ
ー
ラ
ン
は
、
国

内
に
お
け
る
食
料
の
資
源
循
環
型
社
会
を
構
築

す
る
た
め
の
重
要
な
歯
車
に
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

これらの成果は内閣府「地球規模の食料問題の解決と人類の宇宙進出に向けた昆虫が支える循環型食料生産システムの開発」（ムーンショット型研究開
発事業、管理法人：生研支援センター）によるものです。
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魚
の
住
み
場
所
を
守
る
大
切
さ 

サ
ン
ゴ
礁
に
は
た
く
さ
ん
の
種
類
の
魚
が
暮

ら
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
食
用
と
な
る
魚

は
、
世
界
中
の
多
く
の
人
々
の
生
活
を
支
え
て

お
り
、
サ
ン
ゴ
礁
か
ら
の
恵
み
と
し
て
守
り
育

て
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
食
用
と
な

る
魚
を
減
ら
さ
ず
に
工
夫
し
て
獲
る
ル
ー
ル
づ

く
り
が
世
界
各
地
で
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

大
前
提
と
し
て「
魚
の
住
み
場
所
を
守
る
」こ

と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
住
み
場
所
が
失

わ
れ
る
と
、
魚
は
サ
ン
ゴ
礁
か
ら
姿
を
消
し
、

獲
り
方
の
ル
ー
ル
の
意
味
そ
の
も
の
が
失
わ
れ

て
し
ま
い
ま
す（
図
１
）。
魚
を
自
然
界
で
守

り
育
て
る
に
は
、
魚
だ
け
で
な
く
、
魚
が
暮
ら

す「
サ
ン
ゴ
礁
の
生
態
系
全
体
を
守
る
」と
い

う
発
想
が
大
切
で
す
。
こ
の
発
想
は
、「
魚
を

守
り
な
が
ら
、
絶
滅
さ
せ
な
い
よ
う
に
獲
る
」

と
い
う
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方
と
大
き
く
関
わ
っ

て
い
ま
す
。

ス
ジ
ア
ラ
と
ナ
ン
ヨ
ウ
ブ
ダ
イ

サ
ン
ゴ
礁
に
暮
ら
す
魚
が
好
む
住
み
場
所
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
食
用
と
な
る
魚
の
う

ち
、
亜
熱
帯
域
で
需
要
が
高
い
２
種
に
着
目
し

ま
し
た
。
ス
ジ
ア
ラ
は
、
と
て
も
お
い
し
い
高

級
魚
で
す
。
ナ
ン
ヨ
ウ
ブ
ダ
イ
は
、
沖
縄
県
だ

け
で
な
く
、
海
外（
パ
ラ
オ
・
グ
ア
ム
・
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
連
邦
な
ど
）で
も
漁
業
者
の
主
要
な

収
入
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
２
種
に
つ
い

て
、「
ど
の
種
の
、
ど
の
成
長
段
階
の
魚
が
、

ど
の
よ
う
な
環
境
を
住
み
場
所
と
し
て
好
む
の

か
」を
調
べ
ま
し
た（
図
２
）。

２
種
の
幼
魚（
30
セ
ン
チ
以
下
）と
ス
ジ
ア

ラ
の
成
魚（
31
セ
ン
チ
以
上
）の
生
息
数
は
、

波
が
穏
や
か
な
内
湾
域
に
多
く
、
そ
こ
に
は
枝

状
と
ブ
ラ
シ
状
の
サ
ン
ゴ
が
生
育
し
て
い
ま
し

た
。
一
方
で
、
ナ
ン
ヨ
ウ
ブ
ダ
イ
の
成
魚（
41

セ
ン
チ
以
上
）の
生
息
数
は
外
洋
に
面
し
た
海

域
に
多
く
、
そ
こ
に
は
凹
凸
の
あ
る
岩
や
テ
ー

ブ
ル
状
サ
ン
ゴ
の
生
育
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
サ
ン
ゴ
礁
の
保
全

ス
ジ
ア
ラ（
幼
魚
と
成
魚
）と
ナ
ン
ヨ
ウ
ブ

ダ
イ
の
幼
魚
の
住
み
場
所
を
守
る
た
め
に
は
、

内
湾
域
に
生
息
す
る
サ
ン
ゴ
群
集
を
守
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
こ
れ
ら
の
サ
ン
ゴ
は
ミ
ド
リ
イ

シ
と
呼
ば
れ
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
海
水
温
上

昇
で
死
に
や
す
い
グ
ル
ー
プ
で
す
。
仮
に
サ
ン

ゴ
が
死
滅
し
て
も
、
早
急
に
サ
ン
ゴ
を
回
復
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
魚
た
ち
は
命
を
つ
な

ぐ
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

一
方
、
ナ
ン
ヨ
ウ
ブ
ダ
イ
の
成
魚
の
生
息
数

は
外
洋
に
面
し
た
海
域
に
多
く
、
ス
ジ
ア
ラ
や

魚
を
守
り
育
て
る
た
め
の
サ
ン
ゴ
礁
の
保
全



図1　魚が育つ住み場所がある場合（左）とない場合（右）

外洋に面した海域

内 湾 域

図2　スジアラとナンヨウブダイが好む住み場所

良い住み場所
で大きく成長

魚を獲りすぎない
ルールをつくったよ

魚がいないからルールを
つくった意味がない…

卵

稚魚•幼魚
成魚

サンゴが
死滅してしまうと…

サンゴを
回復しないと…

海を漂う浮遊仔魚 卵から産まれる 産卵

良い住み場所が見つかった！

良い住み場所
が見つかると
いいな

サンゴにすみつく

獲る
獲る

卵

海を漂う浮遊仔魚 卵から産まれる 産卵

稚魚•幼魚が住みつかない… 成魚もいなくなる…

卵が産まれない…

住み場所が
見つからない…
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同
種
の
幼
魚
と
は
異
な
る
環
境
を
好
む
と
い
え

ま
す
。
こ
れ
は
、
魚
の
種
類
や
成
長
段
階
に

よ
っ
て
、
住
み
場
所
と
し
て
好
む
環
境
条
件
が

変
わ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
サ
ン
ゴ
礁
が
も

つ
多
種
多
様
な
環
境
条
件
を
す
べ
て
ひ
っ
く
る

め
て
保
全
す
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の

魚
た
ち
が
暮
ら
し
や
す
く
な
る
で
し
ょ
う
。

魚
た
ち
の
住
み
場
所
を
守
る
こ
と
は
、
獲
り

方
の
ル
ー
ル
の
効
果
を
後
押
し
す
る
た
め
に
必

須
で
す
。
サ
ン
ゴ
礁
の
恵
み
を
将
来
の
世
代
の

人
た
ち
に
残
す
た
め
に
は
、
魚
た
ち
が
好
む
環

境
条
件
を
詳
し
く
調
べ
た
う
え
で
、
そ
の
条
件

を
満
た
し
た
海
域
を
し
っ
か
り
守
る
こ
と
に
加

え
、
積
極
的
な
環
境
修
復
も
必
要
で
し
ょ
う
。

この成果は、科学研究費補助金（15H02268 ）「サンゴ礁を対象とした生態系動態モデル体系の革新とレジリエンス強化策への貢献」および環境省・（独）環境再生
保全機構の環境研究総合推進費（ JPMEERF16S11513 ）「海域管理による介入オプションの検討にもとづく自然資本・生態系サービスの予測評価」によるものです。

ナンヨウブダイ成魚

スジアラ成魚

スジアラ幼魚 ナンヨウブダイ幼魚

凹凸のある岩やテーブル状サンゴ

枝状サンゴやブラシ状サンゴ

外洋に面した
海域

内湾域

【航空写真】環境省国際サンゴ礁研究•モニタ
リングセンター提供



図1　ISCの管轄海域（赤道以北の
北太平洋）

（「国際漁業資源の現況」より作図）
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図2　ISCによる過去の太平洋クロマグロ資源評価の比較
凡例の年は資源評価が実施された年で、過去２年前までの
資源動態が評価されたもの。
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資源評価が毎度変わる理由は、資源評価を実施するたびに、過去
のデータを含めて見直しをするためです。資源評価が高度化され、
各データの矛盾が解消されてくると資源評価は安定してきます
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資
源
評
価
の
精
度
を
高
め
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資
源
を
回
復

絶
滅
危
惧
か
ら
の
資
源
回
復 

  

「
ク
ロ
マ
グ
ロ
が
絶
滅
危
惧
種
に
な
り
、
将

来
的
に
食
べ
ら
れ
な
く
な
る
」

２
０
１
４
年
、
そ
ん
な
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル

な
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す

か
。
当
時
、
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ（
以
下
ク
ロ

マ
グ
ロ
）の
資
源
量
が
落
ち
込
み
、
資
源
の
回

復
の
た
め
に
漁
獲
を
厳
し
く
規
制
す
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
10
年
近
く
が
た
ち
、

各
地
で
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
豊
漁
や
巨
大
ク
ロ
マ
グ

ロ
の
漁
獲
の
ニ
ュ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
実
際
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
資
源
は
、
厳
格
な

資
源
管
理
の
導
入
に
よ
り
回
復
し
つ
つ
あ
り
、

２
０
２
１
年
に
は
国
際
自
然
保
護
連
合（
Ｉ
Ｕ

Ｃ
Ｎ
）の
絶
滅
危
惧
種
リ
ス
ト
か
ら
も
外
れ
ま

し
た
。

こ
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
回
復
に
は
、
水
産
資
源

研
究
所
の
研
究
者
も
大
き
く
貢
献
し
た
国
際
的

な
資
源
評
価
の
高
度
化
が
、
大
き
な
役
割
を
果

た
し
ま
し
た
。

ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資

源
評
価
は
、
北
太
平

洋
ま
ぐ
ろ
類
国
際
科

学
委
員
会（
以
下
、

Ｉ※
１

Ｓ
Ｃ
）（
図
１
）

に
お
い
て
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
を
漁
獲
す
る

す
べ
て
の
国
の
科
学
者
が
集
ま
っ
て

国
際
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

資
源
評
価
を
時
系
列
に
並
べ
て
み
る

と（
図
２
）、
資
源
評
価
開
始
当
初
の

２
０
０
８
年
か
ら
２
０
１
４
年
く
ら
い

ま
で
は
資
源
評
価
の
た
び
に
資
源
の
ト

レ
ン
ド
が
大
き
く
変
動
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
２
０
１
６
年
以
降
の
資
源
評

価
で
は
全
体
の
ト
レ
ン
ド
が
か
な
り
安

定
し
て
き
て
い
ま
す
。

※1  I SC：International Scientific Committee for Tuna and Tuna-like Species in the North Pacific Oceanの略で、北太平洋
のまぐろ類の資源量を科学的に評価することを目的として、1995年に設立された国際科学機関です。これに参加している国や
地域は、日本のほか、アメリカ、カナダ、メキシコ、中国、韓国、台湾です。

２
０
１
６
年
以
降
、

資
源
評
価
が
安
定
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信
頼
性
の
高
い
資
源
評
価
の
た
め
に

ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資
源
評
価
は
、
漁
獲
量
、
漁

獲
物
の
サ
イ
ズ
分
布
、
釣※
２

獲
率
の
ト
レ
ン
ド
な

ど
の
漁
業
デ
ー
タ
、
自
然
死
亡
率
、
成
長
式
、

成
熟
率
、
生
産
性
な
ど
の
生
物
学
的
な
仮
定
を

モ
デ
ル
に
取
り
込
み
、
総
合
的
に
資
源
動
態
を

推
定
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。
使
用
さ
れ
る
デ
ー

タ
が
不
正
確
だ
っ
た
り
仮
定
が
不
確
実
だ
っ
た

り
す
れ
ば
、
資
源
動
態
の
推
定
も
不
確
実
に
な

り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｃ
に
よ
る
資
源
評
価
の
不

確
実
性
に
対
応
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
漁
獲

デ
ー
タ
を
全
国
の
漁
港
か
ら
集
め
た
り
、
自
然

死
亡
率
や
成
熟
率
に
関
す
る
研
究
を
発
表
し
た

り
す
る
な
ど
し
て
、
資
源
評
価
の
高
度
化
に
貢

献
し
て
き
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
成
長
式
は
通

常
、
資
源
評
価
に
お
け
る
大
き
な
不
確
実
性
の

一
つ
で
す
が
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
で
は
、
水
産
資
源

研
究
所
を
中
心
と
し
た
広
範
な
デ
ー
タ
収
集
に

よ
り
、
そ
の
成
長
式
に
大
き
な
不
確
実
性
が
な

い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

努
力
の
結
果
、
２
０
１
６
年
以
降
の
資
源
評
価

は
非
常
に
安
定
し
て
お
り
、
国
際
的
に
も
信

頼
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際

に
、
２
０
１
６
年
に
実
施
し
た
将
来
予
測
は
、

２
０
２
２
年
の
資
源
評
価
の
結
果
と
き
わ
め
て

近
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す（
図
３
）。

水
産
資
源
研
究
所
は
、
定
期
的
な
資
源
評
価

を
実
施
す
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究

を
通
じ
て
、
日
々
そ
の
高
度
化
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資
源
評
価
で
は
、
研
究

の
活
用
に
よ
り
信
頼
性
の
あ
る
資
源
評
価
が
実

施
さ
れ
、
資
源
回
復
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
引

き
続
き
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
研
究
を
実
施
し
、
資
源

評
価
の
さ
ら
な
る
高
度
化
を
通
じ
て
そ
の
持
続

的
利
用
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

※2  釣獲（ちょうかく）：魚などを漁獲する際、網ではなく、釣って獲ることをさします。
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幼
生
の
生
き
残
り
が
資
源
量
の
鍵

ズ
ワ
イ
ガ
ニ
は
冬
の
味
覚
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
生
態
に
は

多
く
の
謎
が
あ
り
、
と
く
に
浮
遊
生
活

を
送
る
幼
生
に
は
数
々
の
未
解
明
な
点

が
あ
り
ま
す
。
幼
生
が
着
底
し
、
稚
ガ

ニ
に
な
っ
て
か
ら
漁
獲
さ
れ
る
ま
で
の

約
10
年
間
は
、
敵
が
少
な
く
長
距
離
移

動
も
し
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
幼
生
の
生

き
残
り
が
多
い
ほ
ど
、
そ
の
後
の
資
源

量
も
増
加
す
る
、
つ
ま
り
、
幼
生
が
資

源
保
護
の
鍵
を
握
っ
て
い
る
と
の
仮
説

を
立
て
、
資
源
評
価
の
た
め
の
研
究
を

進
め
て
い
ま
す
。

ズ
ワ
イ
ガ
ニ
の
幼
生（
図
１
）は
、

広
大
な
日
本
海
の
表
層
か
ら
水
深

５
０
０
メ
ー
ト
ル
ま
で
を
長
い
期
間
に

わ
た
っ
て
漂
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
採

集
調
査
で
は
か
な
り
の
労
力
が
必
要
で

す
。
そ
こ
で
、
幼
生
を
さ
ま
ざ
ま
な
環

境
で
飼
育
し
て
、
い
つ
ふ
化
し
、
い
つ

着
底
す
る
の
か
、
光
や
水
温
な
ど
ど
ん

な
条
件
を
好
む
の
か
な
ど
を
調
べ
る
と

と
も
に
、
海
洋
調
査
も
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
幼
生
は
３
月
頃
に
ふ
化

し
、
ふ
化
後
は
浮
き
や
す
い
体
を
し
て

い
て
、
明
る
く
温
か
い
場
所
を
好
む
こ

と
、
成
長
に
と
も
な
っ
て
沈
み
や
す
い

体
に
変
化
し
、
暗
く
て
冷
た
い
場
所
を

好
む
よ
う
に
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た（
図
１
）。
ま
た
、
メ
ガ
ロ
パ
に

は
、
生
活
に
適
さ
な
い
環
境
を
避
け
る

遊
泳
力
が
あ
る
こ
と
、
６
～
７
月
に
海

底
に
着
い
て
稚
ガ
ニ
に
な
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
結
果

か
ら
、
幼
生
の
成
長
段
階
ご
と
の
分
布

水
深
を
推
定
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
分

布
水
深
と
海
流
の
向
き
や
強
さ
を
照
ら

し
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
成
長
段
階
ご
と

ズ
ワ
イ
ガ
ニ
資
源
と
漁
業
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

この成果の一部は水産庁我事業「我が国周辺水産資源調査・評価等推進委託事業」の「資源量推定等高精度化推進事業」によるものです。
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に
分
布
す
る
海
域
を
推
定
す
る
こ
と
も

可
能
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

よ
り
正
確
な
資
源
量
の
予
測
へ

ズ
ワ
イ
ガ
ニ
の
主
な
産
卵
場
で
あ
る

日
本
海
西
部
は
、
暖だ

ん水す
い渦う
ずな
ど
が
点
在

し
、
西
か
ら
東
に
流
れ
る
対
馬
暖
流
が

複
雑
に
入
り
組
ん
だ
海
域
で
す
。
幼
生

は
海
流
で
運
ば
れ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
海

域
に
散
ら
ば
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ

の
予
想
を
も
と
に
、
海
洋
モ
デ
ル
を
用

い
て
幼
生
の
輸
送
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
幼
生
の
大
部
分
は
対
馬

暖
流
で
東
へ
流
さ
れ
、
産
卵
場
に
帰
れ

な
い
が
、
隠お

岐き

諸
島
と
能
登
半
島
の
間

の
海
域
に
暖
水
渦
が
あ
る
場
合
は
、
そ

の
時
計
回
り
の
流
れ
に
取
り
込
ま
れ
て

徐
々
に
沈
み
、
生
息
域
に
帰
れ
る
こ
と

が
分
か
っ
て
き
ま
し
た（
図
２
）。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
の
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
が
豊
漁

だ
っ
た
年
に
は
、
そ
の
幼
生
期（
約
10

年
前
）に
暖
水
渦
が
分
布
し
て
い
た
こ

と
を
突
き
止
め
ま
し
た
。
現
在
、
私
た

ち
は
、
暖
水
渦
の
有
無
が
ズ
ワ
イ
ガ
ニ

資
源
の
予
測
に
役
立
つ
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

日
本
海
で
水
揚
げ
さ
れ
る
ズ
ワ
イ
ガ

ニ
の
ほ
と
ん
ど
は
底
び
き
網
で
漁
獲
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
過
去
に
資
源
が
大
き

く
減
っ
た
教
訓
を
生
か
し
、
水
揚
げ
で

き
る
カ
ニ
の
大
き
さ
や
量
を
厳
し
く
定

め
、
資
源
を「
守
り
な
が
ら
獲
る
」漁

業
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。「
守
り

な
が
ら
獲
る
」た
め
に
は
、
資
源
量
の

将
来
予
測
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て
産
卵
場
に
帰
っ
て
く
る
ズ
ワ
イ

ガ
ニ
の
量
を
予
測
す
る
取
り
組
み
を
始

め
て
い
ま
す
。
将
来
水
揚
げ
で
き
る
ズ

ワ
イ
ガ
ニ
の
量
を
、
よ
り
正
確
に
予
測

す
る
こ
と
で
、
資
源
を
無
駄
に
し
な

い
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
沿
っ
た
漁
業
が
可
能

に
な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

図2　ズワイガニのふ化から着底までのシミュレーション
着底する量には暖水渦の存在が大きくかかわっていることが
分かりました

CHECK

今回紹介した研究成果の
動画をご覧いただけます

※1 暖水渦（だんすいうず）：直径が数10 ～数100キロの渦で、周囲よりも暖かい海水を持つもの。
※2 海脚（かいきゃく）：海台・島・半島などの、ある大きな地形から伸びる海底の高まりのこと。

※
１

暖水渦

YouTubeチャンネル 
ふらっとらぼ
獲りすぎない努力！冬の味覚ズ
ワイガニを守るために
https://www.youtube.com/
watch?v=TTGLabKBhMU
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養
殖
網
は
海
中
に
長
く
固
定
さ
れ

る
た
め
、
貝
や
海
藻
な
ど
が
付
着
し

ま
す
。
す
る
と
、
網
の
中
の
海
水
の

交
換
が
悪
く
な
り
、
酸
素
量
や
日
射

量
が
下
が
り
ま
す
。
こ
れ
を
防
ぐ
に

は
網
の
清
掃
が
必
要
で
す
が
、
陸
揚

げ
し
た
り
ダ
イ
バ
ー
が
作
業
し
た

り
、
手
間
と
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
水
中
ロ
ボ
ッ
ト
で
付
着

物
を
定
期
的
に
削
ぎ
落
と
す
シ
ス
テ

ム
を
考
案
し
て
い
ま
す
。
製
作
し
た

車
型
水
中
ロ
ボ
ッ
ト
は
清
掃
用
の
ブ

ラ
シ
を
装
着
で
き
、
磁
石
を
内
蔵
し

た
タ
イ
ヤ
で
網
を
両
面
か
ら
挟
み
、

網
に
張
り
付
い
て
移
動
し
ま
す（
写

真
）。
こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
っ
た
自

動
網
清
掃
シ
ス
テ
ム
を
実
際
の
養
殖

網
で
使
え
る
よ
う
研
究
開
発
を
進
め

て
い
ま
す
。

カ
キ
は
日
本
国
内
で
年
間
20
万
ト
ン
近

く
水
揚
げ
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
約
8

割
は
殻
の
重
さ
で
す
。
有
効
利
用
さ
れ
る

カ
キ
殻
は
ご
く
一
部
で
、
大
部
分
は
埋
め

立
て
や
焼
却
処
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
カ
キ

殻
の
さ
ら
な
る
有
効
利
用
法
を
開
拓
し
利
用
価
値
を
高
め
ら
れ
れ
ば
、
処
分

の
問
題
も
解
決
し
、
養
殖
業
界
の
収
益
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

カ
キ
殻
は
粉
砕
し
や
す
く
、
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
が
主
体
の
粉
末
を
安
価
に

製
造
で
き
ま
す
。
現
在
、
私
た

ち
の
研
究
室
で
は
、
粘
土
に
カ

キ
殻
粉
末
を
加
え
焼
き
固
め
た

ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
の
高
圧
縮
強
度

材
料
を
、
土
木
建
築
分
野
で
活

用
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
ま

す
。
こ
の
材
料
は
多※

孔
質
で
あ

り
、
有
用
な
ミ
ネ
ラ
ル
分
や
養

分
を
含
ま
せ
る
こ
と
も
可
能
な

こ
と
か
ら
、
魚
礁
材
料
と
し
て

の
発
展
も
期
待
で
き
ま
す
。

水
産
大
学
校
が
取
り
組
む
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
エ
コ

養
殖
網
を
清
掃
す
る
水
中
ロ
ボ
ッ
ト

水
産
廃
棄
物
か
ら
高
機
能
な
材
料
を

水産大学校
海洋機械工学科
海洋機械学講座

准教授　田
た

村
む ら

 賢
さとし

※ 多孔質：多数の小さな穴の空いた状態



水産大学校
海洋機械工学科
舶用機関学講座

教授　大
お お

原
は ら

 順
じゅん

一
い ち

海洋温度差発電システムのイメージ

水産大学校
海洋機械工学科
舶用機関学講座

教授　津
つ

田
だ

 稔
みのる

動植物性燃料製造装置

水混合燃料生成装置
内燃機関研究室のメンバー

蒸気研究室のメンバー

温かい
表層海水

ポ
ン
プ

ポンプ 冷たい
深層海水

P

P
P
ポ
ン
プ

タービン 発電機

蒸発器 凝縮器

養殖などに利用

特集　SDGsとエコ
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私
た
ち
の
研
究
室
は
、
水
産
物
輸

送
に
欠
か
せ
な
い
船
舶
や
ト
ラ
ッ
ク

に
用
い
ら
れ
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ

ン
か
ら
排
出
さ
れ
る
大
気
汚
染
物

質
や
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
関
す
る
研
究
を

テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
ア

ン
モ
ニ
ア
、
動
物
油
、
植
物
油
、
廃

食
用
油
を
燃
料
に
す
る
装
置
の
開
発

を
行
う
と
と
も
に
、「
水
混
合
燃
料

生
成
装
置
」を
使
用
し
、
こ
れ
ら
の

燃
料
か
ら
生
成
し
た
水
混
合
燃
料
に

よ
る
窒
素
酸
化
物
、
粒
子
状
物
質
に

含
ま
れ
る
ブ
ラ
ッ
ク
カ
ー
ボ
ン
の
低

減
や
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
削
減
に
つ
い

て
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

私
の
研
究
室
で
は
、
海
洋
温

度
差
発
電
シ
ス
テ
ム
の
研
究
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
海
の
表
層
と
深
層
の
温
度

差
を
利
用
し
て
タ
ー
ビ
ン
を
回
し
発
電
す
る
の
で
、
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２
）を
排
出
し
な
い
こ
と
か
ら
、
国
際
的
に
も
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
く
み
上
げ
た
清
浄
な
深
層
水
を
養
殖
な
ど
に
利

用
で
き
る
の
も
魅
力
で
す
。
現
在
、
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
の
有
力

候
補
地
で
あ
る
沖
縄
県
久
米
島
海
域
を
水
産
大
学
校
の
練
習
船
で

海
洋
調
査
し
、
経
済
性
や
運
転
条
件
な
ど
を
評
価
し
て
実
用
化
に

向
け
た
研
究
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
環
境
負
荷
軽
減

国
際
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る

海
洋
温
度
差
発
電

「水産大学校で取り組むSDGsとスマート技術  ～海洋機械工学科～」
➡https://youtu.be/FOg0sckjG9E?si=YJUdEfJePb_scQWt

ここで紹介した研究も含めて詳しく紹介しています！YouTubeチャンネル
ふ ら っ と ら ぼ
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｜ 

和
田
さ
ん
が
研
究
者
を
志
し
た
き
っ
か
け

は
？大

学
時
代
か
ら
海
や
船
の
運
航
に
携
わ
っ
て
い

て
、
環
境
教
育
に
関
心
が
あ
り
ま
し
た
。
ダ
イ
ビ

ン
グ
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
、
サ
ン
ゴ
礁

や
海
の
変
化
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
を
水
中
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

伝
え
る
こ
と
に
難
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
一
方
で
撮
影
し
た
映
像
や
画
像
の
伝
達
の
力
を

実
感
し
、
今
の
海
の
中
の
こ
と
を
も
っ
と
情
報
発

信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

海
の
近
く
に
い
る
と
海
の
変
化
は
す
ぐ
に
よ
く
分

か
る
の
で
す
が
、
海
の
中
の
状
況
は
船
で
現
場
ま

で
行
っ
て
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

陸
に
比
べ
て
調
査
研
究
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
も

あ
っ
て
、
自
分
が
研
究
し
て
み
た
い
と
い
う
気
持

ち
も
あ
り
ま
し
た
。

｜ 

今
は
ど
ん
な
研
究
を
し
て
い
ま
す
か

魚
群
判
別
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
専
門
家
に
、
研
究
者
に
な
っ
た

き
っ
か
け
や
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
研
究
内
容
な
ど
に
つ
い
て

広
報
課
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
！　
今
回
は
、「
魚
群
判
別
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
」の
和
田
聖
子
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

専門家に聞きました interview

開発調査センター　漁業第一グループ
研究員

和
わ

田
だ

 聖
し ょ う こ

子
1975年生まれ。2013年4月から水産研究・教育
機構開発調査センターの研究等支援職員として採
用され、2020年から正規職員。2019年からドロー
ン操縦を開始し、これまでの飛行回数は188回、
飛行時間は60時間以上。

interview

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
：
経
営
企
画
部  

広
報
課　
山
口 

純
奈

ド
ロ
ー
ン
で
魚
群
を
追
う



海外まき網漁業のようす
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無
人
航
空
機（
以
下
、
ド
ロ
ー
ン
）で
魚
群
を

調
べ
、
カ
ツ
オ
・
マ
グ
ロ
類
を
狙
っ
た
海
外
ま
き

網
漁
業
を
効
率
的
に
操
業
す
る
た
め
の
研
究
を
し

て
い
ま
す
。

現
在
の
ま
き
網
は
、
１
隻
の
船
に
小
型
ボ
ー
ト

を
積
み
込
み
、
魚
群
を
見
つ
け
る
と
小
型
ボ
ー
ト

を
下
ろ
し
て
網
を
巻
い
て
魚
を
獲
っ
て
い
ま
す
。

魚
群
は
鳥
の
群
れ
が
あ
る
場
所
に
現
れ
る
こ
と
が

多
い
の
で
、
レ
ー
ダ
ー
を
使
っ
て
半
径
約
30
キ
ロ

以
内
に
あ
る
鳥
の
群
れ
を
探
知
し
て
、
魚
群
を
探

し
ま
す
。
し
か
し
、
探
知
し
て
か
ら
目
的
の
場
所

に
着
く
ま
で
１
時
間
以
上
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
間
に
魚
群
が
い
な
く
な
っ
た
り
、
想
定

し
て
い
た
魚
群
で
は
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ

り
、
燃
料
も
無
駄
に
使
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
外
国

船
で
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
載
せ
て
魚
群
を
調
べ
ま

す
が
、
国
内
船
で
は
そ
う
し
た
規
模
の
船
は
多
く

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
代
わ

り
に
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
て
魚
群
を
調
べ
る
研
究
を

し
て
い
ま
す
。

｜ 

ド
ロ
ー
ン
は
ど
う
や
っ
て
使
う
ん
で
す
か

無
人
航
空
機（
無
人
ヘ
リ
）に
Ａ
Ｉ
を
搭
載
し

て
魚
群
を
判
別
し
、
船
を
魚
群
に
向
け
る
か
ど
う

か
を
判
断
す
る
材
料
に
し
て
い
ま
す
。
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
で
魚
群
を
調
べ
る
と
き
は
、
魚
群
の
状
態
を

魚群判別のスペシャリスト　ドローンで魚群を追う

双眼鏡やヘリコプターなどによる目視で魚群を探索します。漁具の網の部分は高さ（深さ）約350メートル、
長さ約1900メートルです。効率よく漁業を行うためには、漁獲できる魚群を見分けることが重要です

見つけた魚群に
漁船が向かうところを

ドローンで
撮影した映像を解説

船上で
カツオと



ドローンの
使い方を解説
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パ
イ
ロ
ッ
ト
と
乗
組
員
で
判
断
し
ま
す
が
、
無
人

ヘ
リ
で
は
Ａ
Ｉ
を
使
い
、
目
的
の
魚
群
か
ど
う
か

判
断
し
ま
す
。

｜ 
魚
群
探
知
機
で
は
だ
め
で
す
か

魚
群
を
探
知
す
る
ソ
ナ
ー
類
は
２
マ
イ
ル

（
３
．
７
キ
ロ
）く
ら
い
ま
で
し
か
映
ら
ず
、
魚

種
の
区
別
も
つ
き
に
く
い
で
す
。
数
百
メ
ー
ト
ル

ま
で
近
づ
い
た
と
こ
ろ
で
、
よ
う
や
く
種
類
を
判

別
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
小
型

ボ
ー
ト
で
降
り
て
見
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
カ
ツ
オ
・
マ
グ
ロ
類
は
、
あ
る
程
度
の

大
き
さ
に
な
る
ま
で
は
流
木
な
ど
の
流
れ
物
に
集

ま
る
性
質
が
あ
り
ま
す
。
カ
ツ
オ
・
マ
グ
ロ
類
は

資
源
保
護
の
た
め
に
、
１
年
に
３
か
月
程
度
、
群

れ
の
中
に
流
れ
物
が
あ
る
と
、
操
業
し
て
は
い
け

な
い
時
期
が
あ
り
ま
す
。
せ
っ
か
く
魚
群
を
見
つ

け
て
も
、
流
れ
物
が
あ
る
と
き
は
獲
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
ド
ロ
ー
ン
で
魚
群
の
大
き
さ
だ
け
で

な
く
、
流
れ
物
が
な
い
か
も
判
別
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

｜ 

ど
う
や
っ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
っ
た
ん

で
す
か

２
０
１
９
年
に
小
型
汎
用
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ

て
、
Ａ
Ｉ
が
機
械
学
習
す
る
た
め
の
デ
ー
タ

（
教
師
デ
ー
タ
）に
な
る
画
像
を
集
め
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
に
は

教
師
デ
ー
タ
を
基

に
魚
群
判
別
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
コ
ン
ペ
を
開
催

し
て
、
上
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

取
得
し
、
あ
る
程
度
の
モ
デ

ル
が
で
き
上
が
り
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
～
２
０
２
２
年

に
は
、
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
の
Ａ

Ｉ
モ
デ
ル
を
一
連
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
す
る
た
め
に
、
机
上

の
試
行
や
よ
り
よ
い
魚
群
判
別
モ
デ
ル
へ
の
取

り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
精
度
を
高

め
る
た
め
、
小
型
汎
用
ド
ロ
ー
ン
で
教
師
デ
ー

タ
を
と
り
ま
し
た
。
２
０
２
３
年
度
か
ら
は
、

無
人
ヘ
リ
の
機
体
に
Ａ
Ｉ
モ
デ
ル
を
搭
載
し

て
、
魚
群
と
判
断
し
た
映
像
を
伝
送
す
る
方
法

と
、
伝
送
さ
れ
て
き
た
映
像
を
Ａ
Ｉ
モ
デ
ル
で

判
別
す
る
方
法
の
ど
ち
ら
が
良
い
か
、
や
り
方

や
搭
載
方
法
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

｜ 

Ａ
Ｉ
の
精
度
は
？

現
在
は
７
割
く
ら
い
の
精
度
で
す
。
映
像
の

質
・
画
角
や
伝
送
過
程
で
の
画
質
の
劣
化
に
よ

り
判
別
の
精
度
は
落
ち
て
い
き
ま
す
。
無
人
ヘ

リ
に
Ａ
Ｉ
を
搭
載
し
て
判
断
さ
せ
れ
ば
一
番
高

い
解
像
度
が
得
ら
れ
る
の
で
す
が
、
搭
載
重
量

の
問
題
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

｜ 

研
究
の
中
で
、
思
い
出
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド

は
あ
り
ま
す
か

東
部
イ
ン
ド
洋
海
域
で
は
、
流
れ
物
に
集
ま

る
習
性
を
利
用
し
た
操
業
が
主
流
で
す
が
、
そ

の
よ
う
な
地
域
で
も
経
営
が
成
り
立
つ
よ
う
な

仕
組
み
を
確
立
で
き
な
い
か
、
模
索
す
る
事
業

を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
初
め
て
正
月
時
期
に

乗
船
し
た
航
海
で
、
元
旦
に
数
羽
の
鳥
に
遭
遇

し
た
の
で
、
ふ
と
ソ
ナ
ー
で
魚
群
探
索
す
る

と
、
水
面
下
に
１
６
０
ト
ン
の
大
型
キ
ハ
ダ
・

メ
バ
チ
の
魚
群
が
あ
り
、
お
年
玉
の
よ
う
な
漁

獲
と
な
り
ま
し
た
。
当
時
水
産
庁
に
毎
週
操
業



インタビューを終えて
和田 聖子さん（左）と山口 純奈

拾
っ
た
シ
ー
グ
ラ
ス
や

食
べ
た
ヒ
オ
ウ
ギ
ガ
イ
で

趣
味
の
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
を

製
作
す
る
こ
と
も

水産研究・教育機構紹介ビデオ（日本語版）
https://www.youtube.com/watch?v=KA-_08R7A8A

CHECK

YouTubeチャンネル（@frachannel）
の水産研究・教育機構紹介ビデオ
で開発調査センターの業務などを
紹介しています
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魚群判別のスペシャリスト　ドローンで魚群を追う

結
果
を
報
告
し
て
い
た
の
で
す
が
、
０
が
１
つ
多

く
な
い
で
す
か
？
と
聞
か
れ
る
く
ら
い
大
漁
で
、

み
ん
な
大
喜
び
で
し
た
。

｜ 

も
し
研
究
者
に
な
ら
な
か
っ
た
ら
、
ど
ん

な
仕
事
を
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
か

海
が
好
き
な
の
で
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
や
環
境
教
育
の
仕
事
を
継
続
し
て
い
た

と
思
い
ま
す
。

｜ 

休
日
は
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
過
ご
し
て
い

ま
す
か

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
ア
ウ
ト
ド
ア
派
で
、
休
日

は
海
岸
歩
き（
ビ
ー
チ
コ
ー
ミ
ン
グ
）な
ど
も
し

ま
す
。
開
発
調
査
セ
ン
タ
ー
に
入
っ
て
か
ら
は
、

半
年
間
の
う
ち
４
か
月
く
ら
い
は
陸
上
生
活
、
２

か
月
く
ら
い
船
上
生
活
で
す
。
陸
に
飽
き
た
ら

海
、
海
に
飽
き
た
ら
陸
と
、
一
度
の
人
生
で
２
倍

楽
し
め
て
い
て
い
る
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
仕
事

が
手
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
く
る
と
、
雑
音
の
し
な

い
船
に
乗
り
た
く
な
っ
た
り
、
船
に
乗
る
と
、
今

度
は
陸
の
雑
踏
が
恋
し
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

｜ 

こ
れ
か
ら
ど
う
い
う
研
究
が
し
た
い
で
す

か
ま
き
網
は
一
網
打
尽
と
い
わ
れ
て
、
根
こ
そ
ぎ

と
っ
て
し
ま
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
逆
に

魚
が
全
部
逃
げ
て
し
ま
う
こ
と
も
結
構
な
確
率
で

あ
り
ま
す
。
魚
が
気
配
を
察
知
し
て
コ
ー
ス
を
変

え
た
り
、
網
底
を
絞
る
前
に
抜
け
て
い
っ
た
り
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
が
少
な
く

な
る
よ
う
に
、
効
率
的
に
魚
を
獲
る
た
め
の
研
究

を
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

｜
最
後
に
、
研
究
者
を
め
ざ
す
人
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
！

現
場
は
ま
だ
性
別
や
年
齢
に
よ
っ
て
制
限
が

あ
っ
た
り
し
ま
す
が
、
少
し
で
も
好
奇
心
や
探
求

心
が
あ
れ
ば
、
老
若
男
女
関
係
な
く
、
や
り
た
い

こ
と
を
口
に
出
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
る

と
、
周
り
が
道
を
開
け
て
く
れ
た
り
し
ま
す
。
私

も
大
学
を
卒
業
し
た
と
き
は
船
に
乗
る
の
は
ま
ず

無
理
と
い
う
状
況
で
し
た
が
、
35
〜
36
歳
く
ら
い

の
と
き
に
チ
ャ
ン
ス
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
言
う

だ
け
で
か
な
う
な
ら
お
得
で
す
よ
ね
！



イベント紹介

千歳さけます事業所で「採卵体験」を実施

事前説明 収容

採 卵 運 搬

かくはん 施設見学

採 精 運 搬

洗 浄 吸 水

職員の話をよく聞いて 専用の入れ物に収容

おなかにたっぷりの卵！ 一生懸命運びます

吸水の間に見学ツアー　

おなかをしぼって

精子が広がるようにかき
混ぜます

こぼさないようにそーっと入れて

水にさらして洗い流し 卵が水を吸うと固くなります

ここで
受精！

成長を
観察できるよ
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千歳さけます事業所（北海道千歳
市）では、サケの「ふ化放流事業」で
行っている採卵作業を、一般の方に
体験してもらう「採卵体験」を年に一
度実施しています。今年度は2023
年11月12日（日）に開催し、抽選で
選ばれた20人が参加しました。

採卵体験は、メスの腹を開いて卵
を取り出す（採卵）ところから始ま
り、オスの腹をしぼって精子を取り
出し（採精）、卵に精子をかけ素手
でかき混ぜ（かくはん）、余剰な精子
を洗い流し（洗浄）、卵に水を吸わ
せ（吸水）、受精した卵を専用の入
れ物に運び入れる（運搬・収容）ま
での一連の作業を行いました。吸水
の間に事業所施設内を見学し、職員
の説明には活発な質問がありました。

体験で収容した卵は、ふ化・放流
を行う５月ごろまで、事業所内の展
示施設「さけます情報館」で、その
後の発育や稚魚の成長を観察するこ
とができます。

千歳さけます事業所では、ほかに
も、展示パネル・模型などでふ化放
流の歴史や仕組みを学んだり、大型
水槽・ミニ飼育池で餌やりなどを体
験できたりするので、機会があれば
足を運んでみてください。

●千歳さけますの森 さけます情報館のイベント情報
ウェブサイト ▶ https://www.fra.go.jp/sakemori/
Facebook ▶ https://www.facebook.com/hnf.sakemori/

?ref=embed_page



イベント紹介

アグリビジネス創出フェア 2023 に出展

「島根県西ノ島町産ノコギリモクの
抗アレルギー効果」の展示ブース

「マダコ養殖技術」の展示ブース

←支笏湖
新千歳空港

千歳

南千歳

千歳さけますの森
さけます情報館

千歳 IC

ノースカントリー
ゴルフクラブ

千歳恵庭
JTC

千歳川

道
央
自
動
車
道

支笏
湖公
園線

36

16

16

↑
札
幌

苫
小
牧
↓

JR
千
歳
線

YouTubeチャンネル  ふらっとらぼ
【インターンシップ】マダコ養殖研究の最先端へ密着！？
https://www.youtube.com/watch?v=xXcyNe9AIUY

CHECK 今回ご紹介したマダコ養殖技術についての動画を公開しています。なかなか出会うことの
できないタコの赤ちゃんを見ることができますので、こちらもぜひご視聴ください。
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2023年11月20日（月）から22日（水）ま
で、都内の東京ビッグサイトで行われたアグ
リビジネス創出フェア2023に出展しました。
今回は、「島根県西ノ島町産ノコギリモク
の抗アレルギー効果」、「マダコ養殖技術」の
２つのブースを出展し、研究成果を紹介しま
した。
「島根県西ノ島町産ノコギリモクの抗アレ

ルギー効果」では、低利用の海藻から抗アレ
ルギー効果のある成分を抽出し、アレルギー
予防素材としてサプリメントなどへ有効利用
できることなどを説明しました。
「マダコ養殖技術」では、着底稚ダコを大
量生産する技術と今後の課題について説明し
ました。近年の不漁や値上がりもあり、マダ
コ養殖に対する期待の声が多くありました。

〒066-0068　北海道千歳市蘭越９番
千歳さけます事業所内

◉開館時間　10：00〜 16：00
◉入 館 料　無料
◉休 館 日　火曜日、年末年始（12月27日〜1月5日）



イベント紹介

「持続可能な次世代養殖システムの開発：
サバ養殖の新たな展開に向けて」を開催

当機構の中山理事長から
趣旨説明がありました

講演をした当機構の
井上誠章水産基盤グループ長

会場のようす

シンポジウム 
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2023年12月12日（火）、シンポジウム ｢持続
可能な次世代養殖システムの開発：サバ養殖の新
たな展開に向けて」が、イオンコンパス東京八重
洲会議室で、JST未来社会創造事業「日本型持続
可能な次世代養殖システムの開発―養殖システム
研究会」と当機構水産増養殖産業イノベーション
創出プラットフォームの共催で行われました。申
し込み登録は会場とオンラインを合わせ296人で
した。

開会にあたり、JST未来社会創造事業「持続的
な社会の実現」領域運営統括である國枝秀世氏よ
り挨拶をいただきました。続いて、事業の担当研
究課題の構成やシンポジウムの趣旨として、プロ
ジェクトリーダーの当機構中山一郎理事長が持続
的な次世代養殖業のためには、「飼料、育種、飼
育システム」の３つをうまく関連させながら行っ
ていく必要があることを説明しました。

その後、特別講演「洋上風力発電施設を利用し
た沖合での養殖ビジネス開発について」がありま
した。ここでは、九電みらいエナジー株式会社の
福岡達也氏に、沖合を養殖システムの場として活
用する上での課題や、地域で使うエネルギーを地
域の人と一緒に話し合いながら課題を解決してき

た実績などを講演していただきました。
次に、当事業の研究課題の成果として、プロ

ジェクトのメンバーから各担当部分の講演があり
ました。餌関係では京都大学の小川順教授から

「発酵技術を利用した資源循環型養殖餌料の開発」
について、育種関係では東京海洋大学の吉崎悟朗
教授から「育種産物の不妊化と種の保存」につい
て、養殖システム関係では東京大学の北澤大輔教
授と当機構の井上誠

なり
章
あき

グループ長から「海面半閉
鎖循環式養殖システムの実現可能性の検討」につ
いて発表がありました。

サバに関する研究、生産、消費をテーマとした
総合討論では、九州大学の太田耕平教授、福井県
立大学の田原大輔教授、田烏水産株式会社の代表
取締役横山拓也氏、全日本さば連合会の池田陽子
氏の4人をパネリストに迎え、会場やオンライン
参加者を交え、活発な議論がありました。

最後に、中山理事長が総合討論の内容を振り返
り、サバがサーモンと同様、世界のどの料理にも
適応するインターナショナルな食材となる可能性
に触れ、サバ養殖の本プロジェクトの成功に向け
た今後への期待を語り、会を締めくくりました。



海草・海藻藻場の CO2 貯留量算定に向けた
ガイドブックの公開

詳しい説明やガイドブックは、以下のウェブページからご覧いただけます。
➡https://www.fra.go.jp/home/kenkyushokai/press/pr2023/20231101_kaisou.html

▶ご意見・ご感想をお寄せください
当機構ウェブサイトの「お問い合わせ」ページ（ https://www.fra.go.jp/toiawase.html）の「マスコミや一般の方
からのお問い合わせ」にある「メールでのお問い合わせ」のメールフォームをご利用ください。
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ピックアップ・プレスリリース

※1 ブルーカーボン：機炭素を長期間貯留する機能を持つマングローブ林、塩性湿地、藻場など大型の植物からなる生態系に隔離・貯留される大気中CO2
由来の炭素のこと

※2 温室効果ガスインベントリ：一定期間内にCO2などの温室効果ガスがどの排出源、吸収源からどの程度排出・吸収されたのかをとりまとめた一覧表のこと

NEWS

気候変動の影響が深刻化する中、脱炭素社会
の構築が急務となっています。そうした中で、藻
場などの海洋生態系によってCO2を吸収する「ブ

※1

ルーカーボン」への期待が高まっています。農林
水産省が2021年5月に策定した「みどりの食料シ
ステム戦略」でも、CO2の吸収源として、その活
用が位置付けられ、2023年から、国連に温室効
果ガスの排出量・吸収量を報告するための温

※2
室効

果ガスインベントリにも、ブルーカーボンによる
吸収量が記載されるようになりました。

温室効果ガスインベントリでは、一貫した手
法を用いて排出・吸収量を算定することが求め
られています。そこで、水産研究・教育機構、

東京大学大気海洋研究所、広島大
学、港湾空港技術研究所、北海道
大学北方生物圏フィールド科学セ
ンター、徳島県、新潟県水産海洋研究所、京都府
農林水産技術センターの共同研究チームでは、ブ
ルーカーボン生態系の貯留プロセスから、藻場の
CO2吸収量を算定する手法を確立しました。この
手法は、温室効果ガスインベントリの算定基準と
なる気候変動に関する政府間パネル（IPCC）のガ
イドラインに準拠したものとなっています。

これらの成果をブルーカーボン生態系の活用と
実践に必要な情報としてガイドブックにまとめま
した。

2024年1月に刊行した『FRANEWS』77号（特
集「低・未

み

利
り

用
よ う

魚
ぎ ょ

」）のアンケートをお願いしたと
ころ、2月初旬までに44人の方々から回答をいただきま
した。ご協力ありがとうございました。その結果の概要
を報告します。

各項目について、回答のあった方の４割以上から分か
りやすかったとの評価をいただきました。一方で、「商
品がどこで販売されているのか知りたかった」の意見も
ありました。また、「高齢の方にも読みやすい」、「ワカ
メを狙う魚たちとの関わりや対策を研究していること

が興味深かった」などの感想をいただきました。今後、
『 FRANEWS』で取り上げてほしいこととして、「能登半
島地震と水産研究」、「シラスウナギの研究」、「陸上養殖」
などがありました。

読者の皆様からいただいたこれらの意見を参考に、関
心の高い研究開発の情報を、より分かりやすく、また、
親しみを持ってもらえるよう誌面作りに努めていきます。

『 FRANEWS』に限らず、水産研究・教育機構へのご
意見などありましたらお寄せください。

本研究は、農林水産省 みどりの食料システム戦略実現技術開発・実証事業のうち農林水産研究の推進（委託プロジェクト研究）「ブルーカーボンの評
価手法及び効率的藻場形成・拡大技術の開発（ JPJ008722 ）」により実施されました。

読者アンケートにご協力いただきありがとうございました
読 者

アンケート
結 果



 編集後記
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【アカウント名】
水産研究・教育機構

【アカウント名】
FRA  水産研究・教育機構

【アカウント名】
FRA  水産研究・教育機構

YouTubeX（ 旧Twitter）Webサイト

https://www.facebook.com/fra.go.jp https://twitter.com/fra_go_jp https://www.youtube.com/@frachannel

YouTube新チャンネル「ふらっとらぼ」ができました！
https://www.youtube.com/channel/UCAdoIX5vmEOZrDHSf_ZFa5w

「令和6年能登半島地震」により犠牲
となられた方々に心よりお悔やみを申
し上げるとともに、被災されたすべて
の方々に心よりお見舞い申し上げます。

「能登はやさしや土までも」と言われ
るほど、自然の恵みを受けながら暮ら
している土地だと思います。富山湾側

は多くの定置網が設置されています。
定置網は、季節により獲れる魚は変わ
りますが、漁港から網までの移動距離
は決まっており化石燃料をあまり使わ
ないエコな漁業です。能登の復活に農
林水産業は欠かせないと思います。当
機構としても復旧復興に向けてしっか
りとサポートしていきます。

今回の特集として取り上げたSDGs

（エスディージーズ）では、働く人にも
目が向けられています。働く人や環境
も守りつつ、社会や福祉への貢献など
を促進させるフェアトレードが、SDGs
の達成に欠かせない取り組みとして注
目されています。編集にあたり、私た
ちの仕事、生活など、SDGsは身近な
テーマにも関わることだと気づかされ
ました。　　　　　　　　　　（角埜 彰）

発行時期　2023年12月
問い合わせ先　横浜庁舎　水産技術研究所　企画調整部門　「水産技術」編集事務局
ウェブサイト　https://www.fra.go.jp/home/kenkyushokai/book/fish_tech/FisheriesTechnology.html

発行時期　2023年12月
問い合わせ先　水産大学校　校務部　業務推進課
ウェブサイト　https://www.fish-u.ac.jp/kenkyu/sangakukou/kenkyuhoukoku/kenkyuhoukoku.html

発行時期　2024年1月
問い合わせ先　経営企画部　広報課
ウェブサイト　https://www.fra.go.jp/home/kenkyushokai/book/kawaraban.html

P U B L I C A T I O N S

水産技術　第16巻第1号

水産大学校　研究報告　第71巻　第１号

水産研究・教育機構　NEWS LETTER　おさかな瓦版　No.117

刊行物

水産研究・教育機構は、さまざまな形で調査研究の成果の普及に努めていま
す。その一つとして、一般の方も参加できる成果発表会を毎年開催していま
す。第20回となる本年度は、「水産研究・教育機構の取り組むスマート水産業」
と題して、2023年11月15日に都内のTKP新橋カンファレンスセンターで開
催しました。その講演をYouTubeで公開中です。ぜひご覧ください。

成果発表会の講演をYouTubeで公開中

要旨は以下の URL からダウンロードできます
➡ https://www.fra.go.jp/home/kenkyushokai/event/seikahappyo/20231115.html

YouTube は以下の URL からご覧いただけます
➡ https://www.youtube.com/watch?v=uOGz1oGac-Y&list=PLofHSsVWk_umhNVMm27UKQ6lycYOWpccV


